
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 5回 理事会  

日 時 令和 6年 9月 13日  18:30～20:50 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、山下潤一郎、小無田彰仁、重松康志、浦川純二、大石勝規、志岐浩二、 

小柳 傑、飯野朋彦、笹原順哉、池田章子、森健次郎、坂井孝行、小田慎也 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他長谷川隆史 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 

１）介護保険研修会について 

      開催期日は 11月 29日。90分で 1.5ポイントの内容。テーマは、「介護報酬改定から考える生活期に
おける目標設定とその実践」ということで、講師は熊本の介護老人保健施設清雅苑の施設長の野尻先
生。オンライン開催で会費は規程では 2,000円だが、集客を考え会員 1,000円、作業療法士会、言語
聴覚士会の県内会員も 1,000円、県外会員は 4,000円、会員外 25,000円。参加予定者 100名、スタッ
フ数 10名。以前 3士会合同でおこなったが、今回は理学療法士協会主催で OT、STに声をかける
形。審議の結果、提案通り可決された。 

２）循環器対策事業班研修会について 
   日程、講師は承認済み。開催形式は対面で定員 50 名。会場は長崎大学医歯薬学総合研究棟。支払方法

はクレジットカード、現金払い、口座振替まで記載。参加費は対面 2,000円、県外 4,000円。審議の結
果、提案通り可決された。 

 ３）令和 6年度 西彼・西海地区第 2回研修会開催について 
   第 2 回の研修会を、11 月 14 日の 19 時から開催予定。テーマはがんを合併した患者に対する理学療法

の評価と介入のポイント、がんを専門としない PT でも知っておくべき基礎知識と留意点。オンライン
形式での開催。審議の結果、提案通り可決された。 

 ４）令和 6年度 諫早地区第 1回研修会について 
  諫早地区の第 1 回研修会。講師は令和 4 年度に同じテーマを Web で講演いただいた宮田先生。今回は

実技編という事で、対面で開催。10 月 29 日火曜日、1 時間 30 分の講義で、参加費は県内会員 1,000
円、非会員 20,000円、他職種 1,000円。定員 30名。審議の結果、提案通り可決された。 

５）第 155回硬式、第 64回軟式九州地区高校野球長崎県大会メディカルサポート活動について 
  8 月 23 日に正式依頼あり、三役事前承認済。予算は 23 万円で収まりそう。それぞれ委託金が 15 万円

出る。少人数で、全体的なコンディショニングではなく一時的な応急処置まで行う予定。軟式野球連
盟からも 1 日開催のサポートの希望あり。同じく高野連の管轄になる。審議の結果、提案通り可決さ
れた。 

６）新入会承認について 
  総会員数 2304 名、在会会員 1988 名、休会会員 316 名、会員施設 416。入会 1 名、退会 3 名、復会 0

名、休会 3名。審議の結果、提案通り可決された。 
７）長崎東公園 委託事業について 

   株式会社エルベックより、長崎東公園の管理について関わってほしいとの依頼あり。内容は生涯スポ
ーツの推進で、機材や運動教室のノウハウの伝達や公益社団法人として後ろ盾をお願いしたいという
こと。運動施設、機材の使い方等。選定委員からスポーツ関係のことを聞かれることもある。まだエ
ルベックが管理すると決まったわけではないが、協力することとする。関係する部局は今後検討。審
議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）第 35回長崎県理学療法学術大会準備委員会（進捗状況の報告/相談）について 

会期は 2025年 6 月 28日、29 日。会場は長崎大学医学部記念講堂、良順会館にて開催。組織図につい
て、主要メンバーが確定。大会長は大石理事、準備委員長は和仁会病院の長谷川先生、事務局長は和
仁会病院の砂川先生、学術局長は原爆病院の近藤先生、運営局長は長崎リハビリテーション病院の小
川先生。今後この局長を中心に組織を詰めていきたい。テーマ案は「笑顔で作る理学療法の新時代」
とした。開催形式、県民公開講座の必要性、基調講演、教育講演、シンポジウム等の本数、後期研修
対象の若手の参画に向けて、今後内容を詰めていく。 

２）令和 6年度 専門領域研修会について 
   テーマは県学会における査読の現状報告と私が考える査読の進め方、考え方。浦川理事から査読の現

状報告と小川先生の講演があった。司会は田中貴子先生。 
３）令和 6年度 領域別後期研修事業報告について 

   8 月 25 日、諫早商工会議所大会議室で開催。内容は整形外科術後の理学療法の進め方、症例発表のま



とめ方。対面での受講で参加者からの質問も多く、満足度の高い研修会だった様子。課題として、前
期対象者や登録理学療法士も参加できるような学術研修会などとの同時開催も必要との意見あり。 

４）令和 6年度 第 1回学術研修会について 
   長崎大学の柳田先生を講師に長崎医療技術専門学校にて 8 月 4 日に対面開催した。定員 50 名でほぼフ

ルの申し込み。若いセラピストを対象としたが、狙い通り若い方に参加いただいた。非常に盛況で熱
気ある研修会だった。実技の時間が足りなかったとの反省あり。 

５）令和 6年度 長崎市歯科医師会研修会報告について 
   例年オーラルフレイル対策中心の研修会で、今年は昨年と同じく食べる姿勢をテーマに、當麻先生、

高倉先生、吉田先生を中心にシーティングの実践的な講義を行った。 
６）「令和 6年度 成長期のスポーツ障害予防講習会・講師養成講習会」推薦者の件について 

   表記について、運動器の健康・日本協会より、推薦者を 2名出してほしいということ。期限が 9月 2日
ということで、事前に三役へ相談済み。内容が野球に特化しているため、メディカルサポート参加者
から、今回は地域別で検討。大村地区の門口先生と島原地区の野崎先生の 2 名を推薦させていただい
た。今回の 2名を加え、現在 8名が在籍。スクールトレーナーとリンクしながら進めていきたい。 

７）全国高校野球選手権大会長崎大会メディカルサポートについて 

  例年通りで無事終了。40 名のスタッフで実施し、救急対応が 29 件、試合後のコンディショニングが
57件、合計 86件。高校野球連盟の理事長が変わり、緊急対応計画という熱中症に対応するようなシス
テムが整備されつつあるとの情報あり。長丁場で雨もあり、スタッフに負担がかかったと思う。スタ
ッフ確保、教育システム構築の必要性について、教育システムを整備し新しい戦力が加わってきてい
る。裾野は確実に広がっている。 

８）令和 6年度 長崎県中学校総合体育大会サッカー・柔道競技メディカルサポート活動について 
  単発で下りてきた事業。7月 21、22、23日の 3日間に渡り開催。スタッフはサッカー5名、柔道 1

名。予算は中体連から一人 1万円の予算立てで合計 6万円の予算で運用し、ほぼすべて支出。WBGT
という熱中症予防の計測器があり、今後こういう計測器も必要か。 

９）令和 6年度 長崎県中総体軟式野球競技について 
  7月 21、22、23日に渡り、5会場で開催。登録メンバー361名を対象に行い、3日間で対応件数 85

件。高校野球に比べ密度が濃いサポートとなった。中体連からは非常に感謝されている様子。予算は
すべて使い切っている。 

１０）キッズベースボールフェスタ in対馬について 
   11月 10日に対馬市内でキッズベースボールを開催予定。地元の幼稚園生から高校生が対象、高野

連が主体。医師が主体となる野球肘検診チームも帯同予定。スタッフは本土の部員 3名と対馬の会
員 3名を予定。高野連からは日当 5,000円、加えて交通費、宿泊費支給あり。高野連から出る分と
出ない分を整理し、出ない分は当協会から支出予定。 

１１）令和 6年度 介護予防・健康増進キャンペーンについて 
   介護予防・健康増進キャンペーンについて、7月 21日ビッグNにて開催。参加者 7名。エコバッグ

等を配布。長崎新聞社やNCCと接触する機会あり、啓発活動として活動内容等や取材に来てほしい
旨伝えている。 

１２）第 3回西彼・西海地区中学校女子バスケットボール障害予防ミーティングについて 
   西彼・西海地区のバスケットボールについて、7月 28日、西海市の西海中学校の体育館を使用し開

催。スタッフ 17名、選手は 8チーム、151名が参加。対応はストレッチを 151名全員で実施。個別
相談、対応件数は 10件。アンケートの詳細が届いているが、選手の半数が痛みを持っていること、
特に下半身に痛みが多いこと、通院については病院が 27%。接骨院が 43%、両方が 30%。 

１３）第 15回訪問リハ地域リーダー会議 参加報告について 
   8月 24日Webで第 15回の訪問リハ地域リーダー会議に参加。各県に 1名ずつ配置している地域リ

ーダーとして参加。地域リーダーとしては登録しているが、長崎はＰＴのみの参加だった。講師は
田中先生や大東市市長の逢坂先生、半田先生で、講義の後グループワーク。テーマは実務者研修の
開催状況やトリプル改定によるリハへの影響、地域リーダー組織の再構築など。今後、訪問リハの
地域リーダーの窓口を本田部長にお願いし、実務者研修を長崎で開催した場合の名簿作成等、とり
まとめを本田部長にお願いする。 

１４）令和 6年度 長崎地区第 1回研修会事業報告について 
   8月 31日に開催し、田上病院の森下先生に呼吸器リハについてお話しいただいた。参加者 16名と

少なかったが実技中心の内容で満足度は高かった。 
１５）令和 6年度 西彼・西海地区第 1回研修会について 
   8月 26日に開催。長崎百合野病院の下田先生を講師に骨盤底筋群のリハビリテーションについて講

義。参加者 40名以上で女性も半数ほど参加された。OT、STの参加もあった。 
１６）令和 6年度 佐世保・県北地区第 1回研修会・事例検討会・懇親会について 

表記について、研修会 64名、事例検討会は約 90名、懇親会 74名の参加あり。理事も 11名参加。
会長挨拶の後佐世保、県北で活躍されている先生方による研修会を行った。事例検討会は 3症例。
対面で 1演題につき 8から 10の質問あり、盛況だった。 

１７）令和 6年度 理学療法フェスティバル in島原について 
   理学療法フェスティバルを 8月 10日に開催。柴田長庚堂病院の通所リハビリにて対面で開催。参加

者も 169名。内容は握力測定、バランスパッド上での片足立位、進路相談等を実施。 
１８）令和 6年度 長崎県理学療法士協会ハラスメント研修会について 
   講師と内容について、日時は 12月 7日の午後、講師は福崎博孝弁護士。専門が医療事故や医療法



務、ペイシェントハラスメント等。三役にもご相談し、前向きなお返事を頂いている。テーマは検
討中だが、ペイシェントハラスメント、パワハラなどに関して、90分 2コマを予定。講師料は今ま
で 1コマ 30,000円だが文化人の扱いであれば 1コマ 50,000円。本会規程を先方にお伝えし、検討
いただく。 

１９）第 1回長崎県理学療法士連盟研修会（協会共催）について 
   協会共催の第 1回連盟研修会を 7月に実施。申し込みの時点で登録、認定・専門のポイントが付与

されると案内したが、士会承認研修会では認定・専門のポイントは付与されないということが分か
った。認定・専門のポイントを希望されていた方は 7名、参加者皆様にお詫び分をお送りし、7名に
関しては個別に電話で謝罪。7名とも登録理学療法士更新のポイントに変更希望あり、履修登録を完
了。 

（３）その他報告事項 
１）2024年度 都道府県士会組織強化担当者会議について 

8 月 7、8 日会長、副会長、局長、理事数名で都道府県士会組織強化担当者会議に参加。内容は組織率
向上、組織強化に向けた取り組み。徐々に組織率が低下している現状があり、都道府県士会でも組織
率向上、組織強化に取り組んでほしいという事。これを受けて 9月 4日に組織運営検討委員会を実施。
長崎県理学療法士協会の取り組みを 1 から 4 と挙げて、今年中に実際の取り組みや担当を決め、次年
度予算、計画に反映したい。会員動向、分析について協会からデータ提供あり、理事会での提示、現
状の共有を検討。 

２）推進リーダー研修会について 
例年 9月、10月で予定するが、今年は担当が変わり 12月 14、15日で予定。10月理事会で報告予定。 

 ３）スクールトレーナー資格について 
  スクールトレーナー資格について、池田理事含め長崎から 3 名合格。他 2 名は上五島病院の冨山先生

と百合野病院の中畑先生。教育委員会、医師会と連携を取り、小中学校でのスクールトレーナーとし
て活動することになる。 

４）日本理学療法士連盟主催の研修会、懇親会について 
  10月 25日日本理学療法士連盟主催の研修会、懇親会に大山会長、山下副会長が参加予定。 

 


